
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

 

科学研究費助成事業 研究成果報告書 

 

平成２６年６月４日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

研究成果の概要（和文）：19 世紀ロシア文学はドストエフスキイやトルストイの文学にみるよ

うに、プロットの面から「移動」と密接につながっているばかりでなく、時空間感覚を含めた

その表現においても「移動」と切っても切れない関係にあった。本研究では、19世紀ロシア文

学だけでなく、20世紀ロシアの文学・芸術、さらには中東欧の 20世紀文学も視野に収め、「移

動」の果たした役割を再検討して、「移動」は文学表現において重要な位置を占めるだけでなく、

視点という問題を介して、文学とそれ以外の芸術とを結びつける重要な要素であること、亡命・

越境のような 20世紀の大きな文化現象を表象するためのキーワードであることを確認した。 
 
研究成果の概要（英文）：As seen in the works of Dostoevsky and Tolstoy, the 19 century 
Russian literature was tightly connected with Movement not only in the aspects of plots, 
but also in its representation, including senses of time and space. Our studies have 
reconsidered the roles of Movement, taking into consideration not only the 19 century 
Russian literature, but also the 20 century Russian literature, the 20 century Russian 
arts and the 20 century literature of Central and Eastern Europe. And we have confirmed 
that Movement played the important role in connecting literature with other arts by means 
of points of view, and that Movement is a key word for representing huge cultural phenomena 
of the 20 century, such as emigration or border transgression. 
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１．研究開始当初の背景 

（1）荒漠たるロシアの大地を背景にしたロ
シア文学において、「移動」の概念は 18世紀
末のラジーシチェフ以来、19世紀後半の「鉄
道小説」ともいうべきトルストイの『アン
ナ・カレーニナ』、ドストエフスキイの『白
痴』において頂点を極めるまで重要な地位を
占め続け、これを論じたすぐれた研究を生み
出してきた。 
 
（2）一方、20 世紀初頭のモダニズム文学や
革命後の亡命文学においても「移動」のテー
マは新たな展開を見せ、「移動」という空間
概念はしばしば時間の推移に置き換えられ
ているが、こうした 19 世紀・20 世紀のロシ

ア文学に見られる「移動」の概念をトータル
に捉えようとする研究は、これまでほとんど
なかった。 
 
（3）こうした認識から本研究では、19世紀・
20世紀のロシア文学を「移動」をキーワード
にして総合的に捉えなおし、テクノロジーの
進歩が文学・芸術における知覚や表現に及ぼ
す影響、「移動」というプロセスが文学・芸
術作品の中で前景化されることの意味の探
究を基礎に、幅広いパースペクティヴを備え
た「移動の詩学」を構築したいと考えた。 
 
（4）そして、本研究を実り多いものにする
ために、越境・亡命という視点からも共通点
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が少なくない中東欧文学をも視野に収め、20
世紀の思想状況を読み解くために、文化・芸
術理論も積極的に援用しようと努めた。 
 
２．研究の目的 

（1）1837 年に初めてロシアに開設された鉄
道によって従来のスピードの概念は一変し、
移動時間の縮小は空間知覚の変化につなが
って、時空間の文学的描出にも大きな変化を
もたらした。本研究では技術革新による「移
動」概念の変化が文学的描出に及ぼした影響
を、19世紀ロシア文学を例に考察する。 
 
（2）1851 年にペテルブルグ＝モスクワ線が
開通して以来、鉄道はますます近代文学に欠
くことのできないものとなり、移動空間は出
会いの場として重要な位置を占めるように
なった。しかし、移動空間は出会いの場だけ
にとどまらず、主人公の告白を煽り、想像力
を歪める閉ざされた場でもある。本研究では
19世紀ロシア文学の分析によって、移動空間
が人に及ぼす作用について考究する。 
 
（3）20世紀文学を考えるとき、「移動」は登
場人物の現実把握に作用するとともに、作品
の文学表現にも多大な影響を及ぼしたと考
えられる。ここでは亡命者の文学などを「移
動」と現実把握の観点から分析し、「移動」
手段の変化・多様化が散文の文体にも反映し
ていることを検証する。 
 
（4）「移動」というプロセスを考えるとき、
亡命者・難民を数多く輩出してきたロシア・
中東欧諸国にとって駅や待合室のもつ「結節
点」「滞留空間」としての価値は無視できな
い。ここではロシア・中東欧の亡命者やモダ
ニストたちを比較しながら、「移動」のプロ
セスにおける駅・待合室という「滞留空間」
の意味を考察する。 
 
（5）19 世紀を代表する移動手段は鉄道だっ
たが、20世紀に入ると自動車・飛行機などさ
まざまな移動手段が登場して、アヴァンギャ
ルドをはじめとするテクノロジー礼賛のな
かで新たなモチーフとして注目を浴びた。こ
こではロシア・中東欧のアヴァンギャルド文
学に見られるテクノロジー礼賛と「移動」手
段礼賛との関係を考究する。 
 

３．研究の方法 

（1）共同研究を効率的に進めるために、縦
軸として 3 つの時代（1．プーシキンからト
ルストイまで、2．チェーホフから亡命文学
まで、3．ロシア・中東欧のモダニズム）を
設定し、ゲストを含めた人員の配置を考えた。 
 
（2）つぎに横軸として 3つのテーマ（1．技

術革新と移動の前景化、2．移動と時空間感
覚、3．移動と文学表現）を設定し、縦軸と
横軸を効果的に組み合わせながら研究を進
めた。 
 
（3）研究を進めるために、国内外の研究機
関に出張して積極的に文献資料の収集に努
めたが、今回は「移動の現場」にも積極的に
赴いて、移動感覚を実体験することにも重点
を置いた。 
 
（4）年に 2 回程度研究会を開催して研究の
進捗状況を確認しあったが、同時に「移動」
にかかわるテーマを研究している若手研究
者にもさまざまなテーマで報告をお願いし、
研究の広がりを模索した。 
 
（5）最終年度には『駅・ガレージ・格納庫』
の著者で、近代ロシア文学における「移動」
のテーマの先駆的な研究者であるユーリ
イ・レヴィング・ダルハウジー大学（カナダ）
教授を招聘して国際シンポジウムを開催し、
本研究にとって貴重なアドバイスを受けた。 
 
（6）これらの研究成果は各自がさまざまな
場で発表し、論文も掲載したが、最終年度の
終わりには論文集「近代ロシア文学における
「移動の詩学」」をまとめて、これまでの研
究を総括した。 
 
４．研究成果 
（1）戦間期ベルリンにおける亡命者とソヴ
ィエト・ロシアからの一時的移動者の都市イ
メージを分析した結果、ベルリンの見える鉄
道とロシアの隠された鉄道という差異が彼
らのイマジネーションを刺激し、モダニズム
的なテクノロジー賛美とは異なった次元で
創作の弾みとなっていることが明らかにな
ったが、このことは都市の景観論に新たな視
点を提供するものといえよう。 
 
（2）19 世紀ロシア作家のロシア帝国内移動
を題材に、旅行・移住・調査・流刑・写真撮
影などの体験が、知識人におけるロシア帝国
の風土・人種文化的構成・住民の心性に関す
る認識とその表現にとって果たした役割を
考究した結果、ロシア帝国の境界地域や辺境
地域に関する認識やイメージのあり方が、作
家の育む国家イメージとその表象の詩学に
決定的な影響を持つことが解明され、境界地
域や辺境地域の持つ意味に関して新たな視
野が開けた。 
 
（3）ロシア人として初めてノーベル文学賞
を受賞したブーニンは国内外を頻繁に旅行
したことで知られるが、亡命前の彼の東方旅
行を扱った作品を分析すると、それが空間の



 

 

旅である以上に時間の旅であることがわか
り、人類の歴史の黎明期と結びついた土地を
訪れることによって、個々の命が伝え続けて
きた単一の「生」を全存在で感じ取る体験だ
ったことが確認できた。これは移動と時空間
感覚との結びつきについて新たな知見をも
たらすものといえよう。 
 
（4）19 世紀ロシア文学における「馬車」の
イメージについてプーシキンを例に考察し
た結果、それは人物の出会いや作品の意外な
展開の契機のように、プロット面で大きな影
響を及ぼしただけでなく、長距離の移動によ
って彼が民衆の口語に親しんだため、従来の
言語論を統合発展させた新たな標準語の創
造が可能になったように、言語的な面でも無
視できない役割を果たしたことが明らかに
なり、「移動」のもつ新たな側面が見えた。 
 
（5）レーリヒ、マンデリシターム、ベルゴ
ーリツなど、20世紀のロシア（ソ連）で時空
間の移動を創造の核としていた知識人の言
説を、思想的背景と異文化に対する対応を軸
に考察した結果、世界認識・他者観が彼らの
属する文化の文脈によって強く規定されて
いることが判明し、「移動の詩学」における
固定的要因の重要性が明らかにされた。 
 
（6）19 世紀後半以降、移動手段の発展によ
って、文学においても、これまでの固定され
た視点による視覚から、移動的な視覚が優勢
になったことに注目し、それが他の芸術とど
うかかわっているかを分析した結果、とくに
映画との密接なつながりが確認されたが、視
覚をもとに諸芸術を考えることは今後さら
に発展されてよいテーマだろう。 
 
（7）亡命ロシア人を両親に持ち、チェコ語
で執筆する作家ミハル・アイヴァスの小説に
おける「移動」について、作家本人へのイン
タビューも含めて研究を進めた結果、彼の作
品において「移動」はポストコロニアリズム
やエキゾティズムといった一面的なもので
はなく、「まなざし」および他者との関係と
いう点において現象学的な視点の産物であ
ることが明らかになり、現代中東欧文学を見
る新たな視野が開けた。 
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